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章1 電気的な設置 

1 はじめに 

この「電気的な設置ガイド」の対象となるハイドロニクスセンサ:  

Hydro-Probe （モデル番号 HP04以降） 

Hydro-Probe XT （モデル番号 HPXT02以降） 

Hydro-Probe Orbiter （モデル番号 ORB3 以降） 

Hydro-Probe SE （モデル番号 SE03 以降） 

Hydro-Mix （モデル番号 HM08以降） 

Hydro-Mix HT （モデル番号 HMHT01以降） 

Hydro-Mix XT （モデル番号 HMXT01以降） 

Hydro-Probe BX （モデル番号 HPBX01 以降） 

CA Moisture Probe （モデル番号 CA0022） 

他のモデル番号のユーザーガイドは、ハイドロニクス社の Web サイトで提供されています。
www.hydronix.com 
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2 設置ガイドライン 

2.1 Mil Specコネクタセンサ 

ハイドロニクス社では、当該センサ用の 0975A ケーブルを用意しています。異なる長さのケ

ーブルを提供可能です。延長ケーブルが必要な場合は、適切なシールド接続ボックスを使用

してハイドロニクスセンサケーブルに接続してください。このセンサは、従来の 0090A ケー

ブル（ハイドロニクス水分センサ旧モデル用）とも直接的な後方互換性があります。ただし、

0090A ケーブルに接続する場合、このセンサに装備されている第 2 アナログ出力は使用でき

ません。 

両方のアナログ出力を使用できるように設置するには、部品番号 0975A のセンサケーブルが

必要です。 

センサを安定させるため、電源投入後に 15 分間待機してから使用を開始することをお勧めし

ます。 

2.2 配線固定センサ 

一部のハイドロニクス社のセンサは、0975A ケーブルに付属の Mil spec コネクタを利用しま

せん。当該センサは工場側で配線を固定のうえ提供されます。しかし、本書で詳述されてい

るケーブル仕様と接続方法のすべては、0975A ケーブルと同一です。 

2.3 ケーブル仕様 

• 6対ツイストペア（計 12 芯）シールドケーブル、22 AWG、0.35mm2導体を使用 

• シールド: 密度 65%以上の編組、アルミニウム/ポリエステルテープ 

• 推奨するケーブルの種類: Belden 8306、Alpha 6377 

• 最大のケーブルの長さ:  100m、重機器の電源ケーブルから離すこと 

2.4 配線に関する推奨事項 

• 適切な品質のケーブルを使用してください。 

• RS485ケーブルが制御パネルに戻されていることを確認してください。これは、診断
目的で使用できる配線であり、設置時に最小限の労力と費用で接続できます。 

• 信号ケーブルは電源ケーブルから離して配線してください。 

• 設置した機器のアース接続が正しく行われていることを確認してください。 

• ケーブルのアース接続は、センサ側でのみ行ってください。 

• ケーブルシールドが制御パネルに接続されていないことを確認してください。 

• 接続ボックスを経由する場合も含め、シールドの連続性を確認してください。 

• ケーブルの継ぎ目の数はなるべく少なくしてください。 

3 アナログ出力 

2 つの DC 電流源は、個別に選択可能なパラメータ（例: フィルタ済 スケールなし、フィルタ
済 水分、平均 水分など）に比例したアナログ信号を生成します。詳細については、構成ガイド
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（HD0679）を参照してください。出力信号については、Hydro-Com ソフトウェアまたは直接
的なコンピュータ制御を使用して次のいずれかを選択できます。 

1. 4-20 mA 

2. 0-20 mA - センサケーブルに付属の 500 オーム抵抗器を使用して、0-10 V の出力を実現
できます。 

センサケーブル（部品番号: 0975A）接続（新規の設置の場合）: 
 

ツイストペア番号 MIL Specピン センサ接続 ケーブルの色 

1 A +15-30V DC 赤 

1 B 0V 黒 

2 C 第 1デジタル入力 黄 

2 -- - 黒（カットバック） 

3 D 第 1アナログ正（+） 青 

3 E 
第 1アナログリターン
（-） 

黒 

4 F RS485 A 白 

4 G RS485 B 黒 

5 J 第 2デジタル入力 緑 

5 -- - 黒（カットバック） 

6 K 第 2アナログ正（+） 茶 

6 E 
第 2 アナログリターン
（-） 

黒 

 H シールド シールド 
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図 1: 0975Aセンサケーブル接続 

注意: ケーブルシールドはセンサ側でアース接続してください。センサ設置環境全体のアー
ス接続を正しく行うことは重要です。 

4 RS485マルチドロップ接続 
RS485 シリアルインタフェースでは、マルチドロップネットワークを介して 16 個までのセンサ
を同時に接続できます。すべてのセンサの接続には、防水処理を施した接続ボックスを使用して
ください。 
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図 2: RS485 マルチドロップ接続 
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5 終端抵抗器および 0975ATケーブル 

データを破損させる反射を避けるために、ネットワークの最終ノードの接続に 0975AT ケーブル
を使用する必要があります。 

注意: ノードが 1 つだけある場合、0975AT ケーブルをしようする必要があります。 

RS485 マスターに 120Ω抵抗器を取り付ける必要があります。 

センサが複数接続されている場合または長さのあるケーブルが使用されている場合、終端抵抗器
と 0975ATケーブルを使用すると通信の安定性を向上できます。RS485の終端処理には、ネット
ワーク終端部に抵抗器を追加します。使用しているケーブルのインピーダンスに合う抵抗器を使
用してください。抵抗値が 120Ωの抵抗器のご使用をおすすめします。ケーブルの終端部 2 か所
にのみ終端抵抗器を配置してください。その他のセンサはすべて、終端処理は必要ありません
(図 3)。  

 
 

センサA センサB センサC 0975Aセンサケ

ーブル
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G 
黒

F 
白

G 
黒
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120Ω 

RS485RS485
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ケーブル

ネットワー

ク終端部

G 
黒

F 
白

 
図 3: 終端抵抗器 

6 デジタル入力/出力接続 

このセンサには 2つのデジタル入力があり、その 2番目の入力を既知の状態の出力として使用す
ることもできます。デジタル入力/出力の構成に関する選択肢の詳細については、構成ガイド
（HD0679）を参照してください。デジタル入力の最も一般的な使用方法はバッチ平均化で、各
バッチの最初と最後を示すために使用されます。各バッチのサンプル全体の代表的な読み取り値
を取得できるので、この使用方法をお勧めします。 

デジタル入力接続に 15 – 30v DC を供給すると、入力がアクティブになります。この励起用電源
には、センサの電源を使用することも、以下の図のように外部電源を使用することもできます。 
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ま
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は

J 緑
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赤 B 
黒
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図 4: 第 1/第 2 デジタル入力の内部的/外部的励起 

デジタル入力をアクティブ化すると、センサのピン J が電子的に 0V に切り替わります。これは、
「ビンが空」になったことを示す信号送出用リレーの切り替えに使用できます。その場合の最大
電流シンクは 500mA で、すべてのケースで過電流保護を使用する必要があります。 

J 緑 A 
赤

0975Aセンサケ

ーブル
負論理

出力

AC

500mAフューズ

リレー

デジタル入力スイッチ – 
「ビンが空」信号を使用してランプを点灯させる例

センサ

 
 

図 5: 第 2 デジタル出力のアクティブ化 

6.1 デジタル入力/出力保護 

逆起電力（Back EMF、または CEF と表記される場合もあり）は、導体に流れる電流の変化
に伴い、この変化を打ち消す向きに生じる起電力です。電流がコイル（例：インダクタ、リ
レーコイル、モーター、ソレノイド巻線）を通る際、電力がコイル周囲に生じる磁場に蓄積
されます。電力が回路から除去されると、磁場が崩壊して大きな逆電圧スパイクが生じ、ト
ランジスタやダイオードといった回路上の損傷を受けやすい部品を破損させるおそれがあり
ます。   

センサの入力または出力に接続される誘導負荷への「フライホイール」ダイオード接続が推
奨されます。このダイオードが、逆起電力のスパイクを抑え、入力を損傷から守ります。こ
の保護に推奨されるダイオードは 1N4007 または同等のダイオードです。図 6 のとおりに接
続してください。 
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誘導負荷

フライホイールダイオード

1N4007

+ve

-ve

+ve

-ve

デジタル入力/
出力

 
図 6: 入力/出力保護 
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7 ロータリーコネクタ（Orbiter）へのセンサケーブルの接続 

7.1 各種ロータリーコネクタ用の配線 

取り外し可能なターミナル

ブロック
固定ターミナルブロック

（設置ケーブル配線用）

設置用配線

スリップリング

センサケーブル

ケーブルグランド

ベアリングハウジング

固定ボルト

ハウジング

スリップリングサブ

アッセンブリ

ターミナルブロック

（センサケーブル配線用）

スリップリング配線

 
図 7: ロータリーコネクタ全種類に対応可能なセンサ接続方法 
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図 8: 配線図 
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接続ポート スリップリング配線の色 センサ配線の色 接続の種類 

A 赤/オレンジ 赤 電源 +VE 

B 緑/藤色 黒 電源 0V 

F 灰色/黒 白 A RS485 

G 白/黄 黒 B RS485 

H 黄褐色 シールド シールド 

K 水色 茶 第 2アナログ（+） 

D 紺色 水色 第 1アナログ（+） 

E 濃茶 
黒（両方の 

アナログ回路に共通） 
アナログリターン 

共通（-） 

表1: センサケーブルからスリップリングへの接続 

7.2 接続 - ロータリーコネクタ「A」タイプ 

• Hydro-Probe Orbiter にケーブルを接続し、ロータリーコネクタハウジングを取り外
した状態で、ロータリーシャフトおよびスリップリングサブアッセンブリのグランド
を上に貫通するまでケーブルを通し、適切な長さに切断します。ケーブルと保護ホー
スがミキサーのアームに干渉しないことを確認して、グランドを締めます。 

• ケーブルの被覆を切り、ブーツレースフェルールに圧着します。必要な導線は 8 本で
す。使用しない導線は切り詰めてください。 

• ロータリーコネクタの図に従って、ケーブルを端子に接続します（図 8を参照）。 

• スリップリングサブアッセンブリの上に、ハウジングを取り付け、ベアリングハウジ
ング固定ボルトで止めます。 

• 配線ケーブルをハウジングのケーブルグランドに通し、適切な長さに切断します。蓋
の図に従って、固定ターミナルブロックにケーブルを配線します（図 8を参照）。ス
リップリングサブアッセンブリから、取り外し可能なターミナルブロックプラグを接
続します。 

• ロータリーコネクタの蓋を取り付け、ネジ止めします。 

7.3 接続 - ロータリーコネクタ「B」タイプ 

• Hydro-Probe Orbiter にケーブルを接続し、ロータリーコネクタハウジングを取り外
した状態で、ケーブルグランドを上に貫通するまでケーブルを通し、適切な長さに切
断します。 
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• ケーブルの被覆を切り、ブーツレースフェルールに圧着します。使用する導線は 8 本
です。使用しない導線は切り詰めてください。 

• ロータリーコネクタの図に従って、ケーブルを端子に接続します（図 8を参照）。 

• スリップリングサブアッセンブリの上に、ハウジングを取り付け、ベアリングハウジ
ング固定ボルトで止めます。 

• プラントケーブルをハウジングのケーブルグランドに通し、適切な長さに切断しま
す。蓋の図に従って、固定ターミナルブロックにプラントケーブルを配線します
（図 8を参照）。 

• スリップリングサブアッセンブリから、取り外し可能なターミナルブロックプラグを
接続します。 

• ロータリーコネクタの蓋を取り付け、ネジ止めします。 
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章2  通信 

1 PCへの接続 

RS485 インタフェースを PC に接続するにはコンバータが必要です。最大 16 個のセンサをいつ
でも接続できます。 

注意: すべてのセンサは、アドレス 16 に初期設定されています。RS485 またはハイドロニク
ス Hydro-Com ソフトウェアを使用して、複数のセンサを制御システムに接続する場合は、
すべてのセンサに異なるアドレス番号を割り当てる必要があります。詳細は、該当する
『Hydro-Com ユーザーガイド』を参照してください。 

使用する可能性がほとんどないと思われる場合でも、RS485 信号を制御パネルに接続しておく
ことを強くお勧めします。そうすれば、万一必要になったときに診断ソフトウェアを使用できま
す。 

ハイドロニクスは 4種類のコンバータを提供します。 

1.1 RS232/RS485 コンバータ – Dタイプ（部品番号: 0049B） 

この RS232/RS485コンバータは KKシステムズ社製で、ネットワークに 6個までのセンサを
接続するときに適しています。このコンバータは、ツイストペア RS485 A および B ワイヤを
接続するターミナルブロックを備えており、PC シリアル通信ポートに直接接続できます。  

PCシリア
ルポート

に接続
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1  

2  

3  
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6つのディップスイッチでコンバータの構成を制御します。

0049Bの場合は以下のとおり設定します。
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図 9: RS232/485 コンバータ接続（0049B） 

1.2 RS232/RS485 コンバータ – DINレール取り付け（部品番号: 0049A） 

このRS232/RS485コンバータはKKシステムズ社製で、電源供給を必要とし、ネットワーク

に 16 個までのセンサを接続するときに適しています。このコンバータは、ツイストペア

RS485 A および B ワイヤを接続するターミナルブロックを備えており、PC シリアル通信ポ

ートに接続できます。 
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図 10: RS232/485 コンバータ接続（0049A） 

1.3 USBセンサインタフェースモジュール 

この USB-RS485 コンバータはハイドロニクス製で、ネットワークに 16個までのセンサを接

続するときに適しています。このコンバータは、ツイストペア RS485 A および Bワイヤを接

続するターミナルブロックを備えており、USB ポートに接続できます。センサインタフェー

スモジュールは USB ポートから電源の供給を受けます。センサ電源が必要な場合は、外部

24V 電源を使用することができます。詳細は、『USB センサインタフェースモジュールユー

ザーガイド』（HD0303）を参照してください。 

RS485センサ接続

センサ電源（オプション）

PC USBポートに接続

24v DCに接続

電力供給（オプション）

12345

 
図 11: RS232/485 コンバータ接続 

1.4 イーサネットアダプタキット（部品番号: EAK01） 

このイーサネットアダプタはハイドロニクス製で、イーサネット標準規格のネットワークに
16 個までのセンサを接続するときに適しています。オプションのイーサネット電源アダプタ
キット（EPK01）を利用すると、電源のない離れた場所まで高価なケーブルを敷設する必要
がなくなります。これを使用しない場合は、イーサネットアダプタの設置場所に 24V 電源が
必要です。 

ハイドロニクス部品番号: EAK01  
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図 12: イーサネットアダプタ接続（EAK01） 
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図 13: イーサネット電源アダプタキット接続（EPK01） 
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付録 A 文書相互参照 

1 文書相互参照 

このセクションは、このユーザーガイドで参照されている他の文書すべての一覧です。このガイ
ドを読むときには、これらの文書が手元にあると役立つことがあります。 

文書番号 タイトル 

HD0682 Hydro-Comユーザーガイド 

HD0303 センサインタフェースモジュールユーザーガイド 

HD0679 
ハイドロニクスマイクロ波水分センサ構成およびキャリブレーション
ガイド 
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